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このたび、昭和医科大学病院 集中治療科 科長を拝命いたしました阿部智一

と申します。 

集中治療は、最重症の患者さんに対して、高度かつ多職種連携による医療を

提供する、「チーム医療の原点」とも言える分野です。 

私たちは “Right Care, Right Now” をスローガンに掲げ、根拠に基づ

いた最適な医療を、適切なタイミングで、適切な患者さんに届けることを目指

しています。 

集中治療科が、患者さんとご家族、そして医療チームにとって「安心」と「希

望」の源となれるよう、日々の診療に取り組んでまいります。 

＜プロフィール＞ 

1997 年 愛媛県立松山東高校卒業 

2004 年 香川医科大学医学部卒業 

2004 年 三井記念病院 

2006 年 聖路加国際病院 

2011 年 ハーバード公衆衛生大学院修了 

2013 年 筑波大学附属病院 水戸地域医療教育センター 准教授 

2017 年 順天堂大学医学部 先任准教授 

＜好きな言葉＞ 

「未来を予測する最善の方法は、

それを創ることである」 

ICU や HCU の立ち上げを通じ、

質の高い集中治療の実現を追求し

てきました。 

＜今後の展望＞ 

集中治療とは、単に「臓器を治す医療」ではなく、「守る医療」「支える医療」でもあります。多職種が連携

し、障害された臓器の治療と健常な臓器の保護、さらには術後の安心・安全を担保することが、私たちの重要

な使命です。 

集中治療科は、医療の質と安全を支える中核であり、最重症患者さんに対して、高度かつ柔軟な医療を提供

する“医療のコンダクター”としての役割を担っています。 

また、アジア初・最大の遠隔集中治療を活用し、本院にとどまらず、分院や医師不足地域への医療支援や教

育にも力を注いでいます。 

現場の変化に柔軟に対応し、観察・判断・行動を迅速に繰り返す体制を構築しながら、集中治療の未来を切

り拓いてまいります。 

就任のご挨拶 昭和医科大学病院 集中治療科 阿部
あ べ

 智一
としかず

 



   

 
 

 

はたのだいがんサロンでは当院に通院す

る患者さんおよびご家族を対象として開催

しております。 

サロンでは毎回専門スタッフによるセミ

ナーを 30 分ほど実施した後、後半は患者

さん及びご家族の情報交換の場として、ご

参加いただいた方々が自由にお話しいただ

ける歓談の機会を設けております。 

似た境遇にいる方同士でお話しをしてい

ただくことで、少しでも不安や悩みの軽減

につながればと考えております。 

日時：2025 年 11 月 25 日（火） 

15 時 00 分～16 時 30 分 

場所：昭和医科大学 50 周年記念館  

参加費：無料 

※当院通院中のがん患者さんとそのご家族

のみ参加可能です。 

※原則事前申し込み制となっております。 

お問い合わせ先 

昭和医科大学病院 管理課 

TEL：03-3784-8515 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今月は「1 年目 管理栄養士」の福田 菜月（ふくだ なつき）さんをご紹介いたします。 

羽ばたけ期待の医療人 №57 「管理栄養士」 

 昔から食べ物の好き嫌いが多く、自分の栄養バランスが気

になったので、実際に栄養について学んで私生活に活かした

いと考えていました。また、父が病気になったことで食事療

法の大切さと、生活習慣の見直しが重要だと実感し、自身も

病院の管理栄養士として働きたいと思ったからです。 

栄養管理計画書などの計画書類の作成や、

入院、外来の患者さんに対する栄養指導を行

っております。他にも入院患者さんの食事調

整で病棟まで伺ったり、先輩方の栄養指導や

チームカンファレンスを見学したりしていま

す。 

テンプレートのような栄養指導ではなく、患者

さんに寄り添いながら、患者さん一人ひとりに合

わせた栄養指導を行えるような管理栄養士にな

りたいです。また、栄養指導時に患者さんの質問

に的確にこたえられるように、日々栄養情報の収

集を怠らず、貪欲に学んでいきたいと思います。 

はたのだいがんサロン 開催のお知らせ お知らせ 



 

 

 

対象日 
診療状況 

外来 救急外来 

11 月 3 日（月・祝） 

11 月 24 日（月・祝） 

臨時診療 

【内科系】・【小児科】 

8：30～17：00 

救急診療は通常通り実施します。 

お知らせ 11 月 3 日・24 日（月・祝）の診療体制について 

11 月 3 日・24 日（月・祝）の外来診療は以下の通りとさせていただきます。 

患者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

※臨時診療日は人員を縮小しているため、専門医による診療を提供でき

ない可能性があることを予めご了承ください。 

※臨時診療日は、休日加算および時間外選定療養費（注）（8,800 円）

を徴収いたします。 

（注）紹介状持参、当院かかりつけで予め来院指定の患者さんは時間外

選定療養費の徴収はありません。 

お知らせ 11 月 15 日（土）創立記念日に伴う休診のお知らせ 

11 月 15 日（土）は昭和医科大学創立記念日となります。昭和

医科大学病院・昭和医科大学病院附属東病院、関係附属病院の外来

診療を休診とさせていただきます。ご不便をおかけしますが、何卒

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

トピック クリスマスイルミネーションの点灯をいたします 

11 月 21 日（金）より、昭和医科大学病院の外構周りに

て、クリスマスイルミネーションの点灯を開始いたします。 

ご来院の際は、イルミネーションをぜひお楽しみください。 

※写真は昨年の様子です。 

☆点灯期間☆ 

１１月２1 日（金）～ 

翌年２月２7 日（金） 

☆点灯時間☆ 

１７時００分～２１時００分 



 

日 時：令和 7 年 11 月 22 日（土）18：00～20：30（開場 17：30） 

場 所：シェラトン都ホテル東京 地下 2 階「嵯峨／醍醐」 

講演会：【18：00～19：10】 

懇親会：【19：20～20：30】 

申 込：右 QR コードを読み取りの上お申し込みください。 

※お申込み締め切り：令和 7 年 11 月 20 日（木） 

 

【シェラトン都ホテル東京へのアクセスについて】     

〒108-8640 東京都港区白金台１丁目１−５０ 

※東京メトロ・都営地下鉄線「白金台」駅より徒歩約 4 分 

 東京メトロ・都営地下鉄線「白金高輪駅」より徒歩約 5 分 

※JR 目黒駅東口から無料ホテルバスを 15 分間隔で運行(約 5 分) 

【お問合せ】 

昭和医科大学病院 医療連携係  

TEL：03-3784-8836 

担当：中田・柴田 

日頃よりお世話になっております医療機関の皆様と医療連携を一層深めるため、

「第 42 回昭和医科大学クリニカルセミナー」を下記のとおり開催いたします。 

※当該セミナーは医療従事者対象となります。一般の方はご参加できません。 

2006 年 12 月、国連総会において世界的に増加し

ている糖尿病に対する注意喚起を目的に糖尿病啓発

キャンペーンの日として「世界糖尿病デー」が公式に

認定されました。11 月 14 日はインスリンを発見し

たバンティング博士の誕生日であり、糖尿病治療の画

期的な発見に敬意を表し、この日を糖尿病デーとして

顕彰しています。現在、「世界糖尿病デー」は、世界160

カ国から 10 億人以上が参加する世界有数の疾患啓発

の日となっており、糖尿病の予防や治療継続の重要性

について市民に周知する重要な機会となっています。 

昭和医科大学病院・附属東病院でも毎年、「世界糖尿

病デー」には、糖尿病専門医・認定看護師・薬剤師・

管理栄養士など糖尿病スタッフが参加して疾患啓発

キャンペーンを院内で開催しておりました。しかし今

年も、新型コロナ感染症が完全には収束していない状

況のため、例年のような院内イベントの開催は難しい

状況にございます。本年は WEB 上にて、糖尿病の啓

発キャンペーンを開催させて頂く事になりましたの

で、ここにご連絡差し上げます。 

昭和医科大学病院 糖尿病・代謝・内分泌内科 

スタッフ一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界糖尿病デーイベント開催のご案内 お知らせ 

第 42 回クリニカルセミナー開催のお知らせ お知らせ 

こちらからお申し込みください 



 

当院の食事は、医師の指示により病状にあった

献立とし、行事食を取り入れた温かい食事をご提

供しております。11 月は「創立記念日」を予定し

ております。 

※写真は昨年のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルークローバーキャンペーン：前立腺がん PSA 検診週間のお知らせ お知らせ 

「PSA」ってご存じですか？男性が罹る前立腺がんを

発見する血液検査のことです。 

昭和医科大学病院泌尿器科では前立腺がんの早期発

見、適正治療を目指すために、“ブルークローバーキャン

ペーン”の企画を実施します。 

【企画 1】～市民公開講座 前立腺がんについて知ろう～ 

前立腺がんと PSA について皆さんに知ってもらうために、 

公開講座を企画しました。 

この機会に前立腺がんについて学んでみませんか？ 

【日時】令和 7 年 11 月 30 日（日）13：00～14：15 

【会場】昭和医科大学上條記念館 上條ホール（募集定員：200 名） 

【企画 2】～PSA 無料検診～ 

実際に男性の方を対象に無料の検診を行います。 

これまで PSA 検診を受けたことが無い方はぜひご利用ください。 

【実施期間①】令和 7 年 11 月 30 日（日）12：00～14：30 

【受  付】昭和医科大学上條記念館 1 階ホワイエ 

【実施期間②】令和 7 年 12 月 1 日（月）～6 日（土）10：00～16：00 

【受  付】昭和医科大学病院中央棟 3 階エレベーターホール 

※実施期間①は【企画 1】市民公開講座ご参加の上、検診ご希望の方限定です 

行事食のご紹介 トピック 

～メニュー～ 

京五目ご飯、あこうだい煮つけ、もやしソテー、

辛子酢味噌和え、上用饅頭 



 

 

 

当取り組みは、昭和医科大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)

を相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

          

  

   

  

  

  

  

 

  

 

  

  

  

  

 

 

 

                                                                                                                             

                                

 

 

 

 

 

 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

患者さんが安心して治療を受けられ

る環境が整い、回復にも良い影響を与

えました。 

トピック サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 63 回） 

日頃よりチーム医療にご協力いただきありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

長谷部先生へ 

 

人工呼吸器の運用にあたり細やかに

気を配ってくださり、また緊急時の

特殊な治療が必要な時には、回路を

臨機応変に調整するなど、柔軟に対

応してくださいました。 

消化器・一般外科の皆様へ 

 

新規導入の器械出し業務につい

て、一つひとつ丁寧に教えてくだ

さり、分かりやすくサポートして

くださいました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

CE が安心して器械出し業務に取り組

めることで、手術がスムーズに進み、

結果的に患者さんに安心で安定した

手術環境を提供できました。 

医事外来課 放射線担当者へ 

 

放射線検査のオーダー更新にあた

り、新規に作成した検査オーダーと

会計システムの紐づけ作業を、いつ

も迅速かつ丁寧に対応してくださ

っています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

新しい放射線検査オーダーを速やか

に使用できることで、患者さんにい

ち早く最新の検査を提供することが

できています。 

管理課管理係へ 

 

学会等の出張申請、緊急時のタクシ

ー代、近距離交通費の申請など、

日々の臨床業務に伴い発生する各

種申請に際して、いつも快くご対応

いただいております。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

組織運営を積極的かつ効率的に進

めることができ、スタッフのモチベ

ーションアップにつながり、より質

の高い医療を患者さんに提供する

ことができています。 
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ご意見・ご要望の内訳

昭和医科大学病院・東病院総件数

69件

態度・接遇
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予約
待ち時間
面会時間
食事
会計システム
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令和6年度・令和7年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（令和6年度） 大学病院・東病院（令和7年度）

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

ハイリスク妊婦の自然分娩の夢をかなえて下さ
った皆様に感謝いたします。ありがとうございま
した。 

この度は大変うれしいお言葉ありがとうございま
す。いただきましたご意見は医師・病棟スタッフ全
員で共有させていただきました。貴重なご意見をあ
りがとうございました。 

看
護
部 

中央棟一階のトイレの便座が熱い。 

貴重なご意見ありがとうございます。 
便座の温度が高すぎるとのご指摘を受け、患者様に
ご不快な思いをおかけしましたこと、心よりお詫び
申し上げます。該当箇所について点検を行ったとこ
ろ、機器自体に異常はありませんでしたが、温度設
定が高めとなっていたため、現在は低めの設定へ変
更いたしました。院内では季節や気温に応じて便座
の温度設定を調整しておりますが、今後はより一
層、利用される方の体調やご負担に配慮した運用に
努めてまいります。 
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

施
設
課 

患者さんのご意見・ご要望 



 

 

異 動 

新規配属 

退 職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 脳神経内科 教授 村上
むらかみ

 秀
ひで

友
とも

 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

この数年来、食卓から遠のいていましたが、今年の秋には秋刀魚を味わう事ができました。一方、9 月

11 日の午後には品川区や目黒区を中心に短時間の局所的な豪雨に見舞われ、本学周辺では立会川の氾濫、

交通の麻痺、建物への浸水などの被害が発生しました。改めて自然への畏敬の念を抱くと共に、環境保護

や不測の事態に柔軟に対応できる組織力の重要性を感じました。引き続き、大学病院として地域の皆様の

お役に立つとともに科学や将来の医療の発展にも貢献していきたいと思います。 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員：新井 千恵、大江 克憲、岡崎 靖子、志賀 麻美、鷲見 賢司、富田 英、蜂須賀 綾香、 
林 直輝、本寺 哲一、村上 秀友、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、與那覇 香苗、渡邊 聡（50 音順） 

昭和医科大学病院・附属東病院の理念 昭和医科大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 
・高度医療の推進 
・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 
・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 
・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 
・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

（令和 7 年 11 月 17 日付） ●呼吸器外科 小林 正嗣 

附属施設から（令和 7 年 11 月 1 日付）  

●産婦人科 小島 七瀬、田村 麻里子 ●乳腺外科 矢野 央子 ●麻酔科 萩原 有彩 

附属施設へ（令和 7 年 11 月 1 日付）  

●産婦人科 関谷 葵 ●小児外科 楮佐古 花波 ●乳腺外科 牛尾 日優、上妻 大聖  

●麻酔科 佐々木 信英 

（令和 7 年 10 月 31 日付） ●血液内科 梅本 真美 


